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２あおもり

　

定
期
総
会
に
は
、
町
村
長
を
は

じ
め
来
賓
及
び
被
表
彰
者
な
ど
約

四
十
人
が
出
席
し
た
。

　

は
じ
め
に
越
善
会
長
が
あ
い
さ

つ
し
、「
本
日
表
彰
を
受
け
ら
れ

る
皆
様
に
は
、
こ
の
た
び
の
栄
誉

に
対
し
心
か
ら
敬
意
を
表
し
、
お

喜
び
を
申
し
上
げ
る
。
二
十
五
年

度
の
政
府
予
算
案
で
は
、
地
方
交

付
税
十
七
兆
六
百
億
円
に
加
え
別

枠
加
算
が
確
保
さ
れ
る
な
ど
政
府

の
努
力
・
工
夫
は
受
け
止
め
る
も

の
の
、
一
方
で
人
件
費
反
映
分
と

し
て
約
四
千
億
円
が
削
減
さ
れ
た
。

も
と
よ
り
町
村
は
長
期
に
亘
り
人

員
並
び
に
給
与
の
削
減
に
取
り
組

み
、
そ
の
水
準
は
国
を
大
き
く
下

回
っ
て
き
た
。
国
は
こ
の
よ
う
な

町
村
の
努
力
を
顧
み
る
こ
と
な

く
、
一
律
に
地
方
交
付
税
を
削
減

す
る
こ
と
は
到
底
受
け
入
れ
ら
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
引
き
続
き
全

国
町
村
会
と
共
に
国
に
訴
え
て
い

く
。
住
民
一
人
ひ
と
り
が
「
こ
の

町
や
村
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と

実
感
で
き
る
町
村
の
実
現
の
た
め

に
、
邁
進
し
て
い
く
」
な
ど
と
述

べ
た
。

　

表
彰
で
は
、
全
国
町
村
会
表
彰

と
し
て
、
自
治
功
労
者
の
鈴
木
田

舎
館
村
長
、
野
坂
横
浜
町
長
に
表

彰
状
と
記
念
品
を
伝
達
し
た
。

　

ま
た
、
県
町
村
会
表
彰
と
し
て
、

自
治
功
労
者
の
鳥
谷
部
五
戸
町
副

町
長
ほ
か
、
一
般
職
員
九
十
二
名

に
表
彰
状
と
記
念
品
を
授
与
し
た
。

　

最
後
に
、
被
表
彰
者
を
代
表
し

て
鈴
木
田
舎
館
村
長
が
謝
辞
を
述

べ
た
。

越善会長が町村財政基盤の充実強化を訴える

定期総会には町村長をはじめ約40人が出席

　

本
会
は
二
月
二
十
二
日
、
青
森

市
の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
定
期

総
会
を
開
催
し
、
平
成
二
十
五
年

度
事
業
計
画
及
び
予
算
な
ど
を
決

定
し
た
ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
な
ど
十
一
項
目
の
決
議

を
採
択
し
た
。
ま
た
議
事
に
先
立

ち
、
全
国
町
村
会
表
彰
の
伝
達
及

び
青
森
県
町
村
会
表
彰
と
し
て
自

治
功
労
者
の
表
彰
を
行
っ
た
。

表　

彰

表　

彰
自
治
功
労
者

 

青
森
県
町
村
会
定
期
総
会

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
、
地
方
交
付
税
総
額
の
増
額
な
ど
決
議

永
年
の
功
績
を
称
え
て
全
国
・
県
表
彰
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表
彰
終
了
後
、
来
賓
の
三
村
知

事
が
祝
辞
を
述
べ
、
ま
た
、
同
じ

く
来
賓
と
し
て
出
席
の
白
石
県
町

村
議
会
議
長
会
長
、
中
村
県
総
務

部
長
、
大
川
県
総
務
部
市
町
村
振

興
課
長
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
越
善
会
長
が
議
長

と
な
っ
て
議
事
に
入
り
、
平
成

二
十
五
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算

な
ど
議
案
五
件
に
つ
い
て
審
議
し
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
、
決

定
し
た
。

　

ま
た
、
須
藤
副
会
長
が
「
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
農
林
水

産
品
の
風
評
被
害
対
策
並
び
に
防

災
・
減
災
対
策
の
強
化
を
図
る
こ

と
」
な
ど
十
一
項
目
の
決
議
を
朗

読
し
、
満
場
一
致
で
採
択
し
た
。

決
議
の
実
行
運
動
の
方
法
に
つ
い

て
は
、
理
事
会
に
一
任
す
る
こ
と

と
し
た
。

　

な
お
、
総
会
閉
会
後
、
県
商
工

労
働
部
よ
り
「
県
と
市
町
村
に
よ

る
制
度
融
資
の
連
携
運
用
」
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

議
案
及
び
議
決
の
内
容
は
次
の

と
お
り
。

○
議
案
第
一
号　

平
成
二
十
五
年

度
青
森
県
町
村
会
事
業
計
画
案

（
抜
粋
）
＝
町
村
を
取
り
ま
く
環

境
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

旧
対
応
と
急
速
に
進
展
す
る
過
疎

化
、
少
子
高
齢
化
や
経
済
不
況
が

続
く
中
で
、
地
域
経
済
の
活
力
低

下
や
雇
用
情
勢
の
悪
化
な
ど
、
極

め
て
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
町
村
が
自
己
決

定
・
自
己
責
任
の
原
則
に
基
づ
い

た
多
様
で
個
性
的
な
地
域
社
会
を

目
指
す
に
は
、財
政
基
盤
の
充
実
・

強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
十
五
年
度

の
会
務
運
営
は
、
県
、
全
国
町
村

会
及
び
関
係
団
体
と
連
携
を
緊
密

に
し
て
、
町
村
自
治
確
立
の
た

め
、
町
村
財
政
基
盤
の
強
化
な
ど

町
村
が
抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
に

向
け
た
政
務
活
動
を
、
県
内
町
村

と
す
る
。

○
議
案
第
三
号　

平
成
二
十
五

年
度
青
森
県
町
村
会
一
般
会

計
予
算
案
＝
収
入
支
出
予
算
総

額
を
、
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ

二
億
七
千
四
百
三
十
五
万
九
千
円

（
対
前
年
度
比
六
千
三
百
九
十
八

万
九
千
円
、
三
〇
・
四
％
増
）
と

す
る
。

○
議
案
第
四
号　

平
成
二
十
五

の
創
意
と
英
知
を
集
結
し
な
が
ら

積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
本
会

の
主
要
事
業
で
あ
る
町
村
長
の
健

康
維
持
増
進
の
た
め
の
健
康
管
理

事
業
を
は
じ
め
、
町
村
長
並
び
に

町
村
職
員
の
研
修
、
表
彰
、
町
村

職
員
採
用
試
験
、
法
令
外
負
担
金

の
規
制
、
会
報
活
動
等
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
効
果
的
・
効
率
的
に
実

施
し
て
い
く
外
、
共
済
関
係
八
事

業
に
つ
い
て
は
、
公
有
財
産
の
保

全
、
町
村
職
員
の
生
活
安
定
を
図

る
立
場
か
ら
、
市
町
村
に
対
し
て
、

加
入
・
継
続
を
積
極
的
に
推
進
し
、

も
っ
て
町
村
の
振
興
発
展
と
活
力

あ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
し

て
い
く
も
の
で
あ
る
。

○
議
案
第
二
号　

平
成
二
十
五
年

度
青
森
県
町
村
会
会
費
案
＝
会
費

総
額
は
、
六
百
四
十
九
万
二
千
円

年
度
青
森
県
町
村
会
公
有
物

件
共
済
事
業
等
特
別
会
計

予
算
案
＝
経
常
収
支
計
を
、

五
千
四
百
二
十
二
万
六
千
円
と
す

る
。

○
議
案
第
五
号　

平
成
二
十
四
年

度
青
森
県
町
村
会
一
般
会
計
補

正
予
算
（
補
正
第
一
号
）
案
＝

千
五
百
万
円
を
繰
越
明
許
費
と
す

る
。

三村知事が来賓祝辞を述べる

決議文を読み上げる須藤副会長

決　　議（項目抜粋）
１　東日本大震災からの復興と農林水産品の風評被害対策並びに防災・減災
対策の強化を図ること

１　地方交付税を増額するとともに、財源調整・財源保障の両機能を堅持す
ること

１　自動車取得税及び自動車重量税を見直す際は、町村の代替財源の確保を
前提とすること

１　真の地方分権改革を強力に推進すること
１　市町村の強制合併につながる道州制は導入しないこと
１　ＴＰＰ交渉への現状での参加に反対するとともに、農山漁村の再生・活
性化を図ること

１　農林水産公共予算を復元させるとともに、食料・木材自給率を向上させ、
食の安全・安心の確保を図ること

１　東北新幹線全線開業効果の継続獲得を図ること
１　道路、生活環境など社会基盤整備に係る公共事業費の必要額を確保する
とともに、道路交通ネットワークの整備促進を図ること

１　厳しい雇用情勢の中、雇用・就業機会の創出のため、効果的な雇用対策
を推進すること

１　少子高齢化の進行に対応した医療・保健・福祉施策を強力に推進すると
ともに、地域医療の確保・充実のため医師確保対策を推進すること

議　

事

議　

事

二
十
五
年
度
予
算
を

原
案
ど
お
り
決
定
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町
村
長
（
就
任
三
期
以
上
退
任
）

　

三
期　

南
津
軽
郡　

田
舎
館
村

鈴
木　

孝
雄

　

三
期　

上
北
郡　
　
　

横
浜
町

野
坂　
　

充

副
町
村
長
・
教
育
長

（
在
職
十
五
年
以
上
）

　

三
戸
郡　
　

五
戸
町　

副
町
長

鳥
谷
部　

禮
三
郎

一
般
職
の
職
員

（
在
職
二
十
五
年
以
上
）

平
内
町
＝
佐
々
木
隆
志
、
飯
田
千

代
志
、
飯
田
剛
志

外
ヶ
浜
町
＝
三
浦
光
昭

鰺
ヶ
沢
町
＝
石
岡
郁
雄
、
松
山
茂

樹
、
寺
沢
三
千
年
、
一
戸
一
成
、

伊
東
博
德
、
加
藤
隆
之
、
田
附
繁

男
、
長
谷
川
恵
、
工
藤
鈴
子

深
浦
町
＝
根
上
幸
喜
、
熊
谷
利
克

西
目
屋
村
＝
三
上
誠
幸

藤
崎
町
＝
鈴
木
幸
夫
、
工
藤
峰
靖
、

榊
淳
一
、
森
篤
、
三
上
孝
之
、
高

木
淳
、
白
取
喜
代
栄

鶴
田
町
＝
三
上
徹
、
山
田
光
裕
、

川
村
と
も
子

中
泊
町
＝
加
藤
美
奈
子
、
成
田
ま

ゆ
み
、
川
村
幸
子
、
三
上
洋
子
、

佐
藤
八
重
子
、
佐
々
木
左
千
子

野
辺
地
町
＝
杉
山
実
、
高
松
大
樹
、

濵
野
徹
、
西
舘
峰
夫
、
七
島
良
嘉
、

滝
口
修
子
、
竹
ヶ
原
好
子
、
松
舘

秀
明
、
中
村
親
男
、
横
濱
廣
一
朗

七
戸
町
＝
鳥
谷
部
宏
、
二
ッ
森
春

雄
、
小
又
久
美
子

六
戸
町
＝
高
橋
寿
典
、
円
子
富
浩
、

舘
泰
之

横
浜
町
＝
古
川
朋
久
、
小
関
む
つ

み東
北
町
＝
萠
出
大
樹

お
い
ら
せ
町
＝
昆
由
美
子

六
ヶ
所
村
＝
水
戸
真
紀
子

東
通
村
＝
二
本
栁
正
志
、
南
川
国

弘
、
角
本
晃

三
戸
町
＝
遠
山
潤
造
、
馬
場
均
、

貝
守
世
光
、
井
畑
淳
一
、
奈
良
正

文
、
下
屋
敷
ゆ
き
子

五
戸
町
＝
髙
橋
明
美
、
山
本
均
、

佐
々
木
恵
美
子
、
盛
田
成
子
、
髙

松
真
由
美
、
奥
村
智
子
、
沼
田
瑞

惠
、
川
村
弥
生
、
倉
橋
波
子
、
大

久
保
淑
子
、
和
田
真
由
美
、
奥
山

郁
子

田
子
町
＝
工
藤
義
広
、
稲
村
カ
ホ

ル
、
内
沢
繁
美
、
村
中
栄
子

南
部
町
＝
庭
田
勝
由
、
佐
々
木
幸

夫
、
川
井
浩

中
部
上
北
広
域
事
業
組
合
＝
相
坂

隆
之
、
坂
井
明
美

北
部
上
北
広
域
事
務
組
合
＝
古
川

雅
子
、
福
田
仁
、
川
邊
弥
生
、
島

谷
綾
子
、
北
村
京
子
、
飯
田
紅
子
、

水
戸
哲
也

三
戸
地
区
環
境
整
備
事
務
組
合
＝

嶋
澤
直
樹

三
戸
郡
福
祉
事
務
組
合
＝
管
嘉
子

全国町村会表彰
自治功労者（敬称略）

青森県町村会表彰
自治功労者（敬称略）

鈴木田舎館村長が被表彰者を代表し謝辞を述べる

奥から全国町村会表彰の野坂横浜町長、鈴木田舎館村長、県表彰の鳥谷部五戸町副町長、一般職員代表の加藤氏（鰺ヶ沢町）

受賞おめでとうございます



５ 　あおもり

　

本
会
は
三
月
二
十
一
日
、
青
森

市
の
県
共
同
ビ
ル
で
第
二
回
理
事

会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
、
越

善
会
長
を
は
じ
め
役
員
町
村
長
十

人
。

　

理
事
会
で
は
、
議
案
一
件
及
び

二
十
五
年
度
市
町
村
長
会
議
（
町

村
の
部
）
に
お
け
る
提
言
事
項
な

ど
の
協
議
事
項
二
件
に
つ
い
て
審

議
し
、
原
案
通
り
決
定
し
た
。

　

議
案
及
び
協
議
事
項
は
次
の
と

お
り
。

議
案

○
議
案
第
一
号　

青
森
県
町
村
会

常
務
理
事
及
び
職
員
の
給
与
の
特

例
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正

す
る
規
程
案

協
議
事
項

○
協
議
事
項
１　

平
成
二
十
五
年

の
本
会
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

○
協
議
事
項
２　

平
成
二
十
五
年

度
市
町
村
長
会
議
（
町
村
の
部
）

に
つ
い
て
＝
平
成
二
十
五
年
六
月

五
日
に
開
催
さ
れ
る
同
会
議
で
、

次
の
十
四
項
目
を
提
言
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
。

１　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
対
策

に
つ
い
て

２　

町
村
財
政
基
盤
の
充
実
強
化

に
つ
い
て

３　

観
光
客
誘
客
対
策
の
強
化
に

つ
い
て

４　

電
子
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

５　

海
岸
漂
着
物
の
廃
棄
処
理
対

策
に
つ
い
て

６　

総
合
的
な
子
育
て
支
援
対
策

の
推
進
つ
い
て

７　

地
域
医
療
対
策
に
つ
い
て

８　

国
民
健
康
保
険
及
び
高
齢
者

医
療
制
度
に
つ
い
て

９　

障
害
者
保
健
福
祉
施
策
の
推

進
に
つ
い
て

10　

雇
用
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

11　

農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い

　

て
12　

社
会
基
盤
の
整
備
促
進
等
に

つ
い
て

13　

教
育
施
策
等
の
推
進
に
つ
い

て
14　

三
陸
復
興
国
立
公
園
指
定
に

伴
う
支
援
に
つ
い
て

　

理
事
会
終
了
後
、
引
き
続
き
、

全
国
自
治
協
会
県
災
害
共
済
支
部

は
委
員
会
を
開
催
し
、
議
案
二
件

を
原
案
ど
お
り
承
認
、
決
定
し
た
。

　

議
案
は
次
の
と
お
り
。

議
案

○
議
案
第
一
号　

全
国
自
治
協
会

青
森
県
災
害
共
済
支
部
の
廃
止
に

つ
い
て

○
議
案
第
二
号　

全
国
自
治
協
会

青
森
県
災
害
共
済
支
部
委
員
会
の

組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
規
程
を

廃
止
す
る
規
程
案

　

本
会
は
二
月
二
十
二
日
の
定
期

総
会
に
先
立
ち
、
二
月
一
日
、
青

森
市
の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
、

平
成
二
十
五
年
第
一
回
理
事
会
を

開
催
し
た
。
出
席
者
は
、
越
善
会

長
を
は
じ
め
役
員
町
村
長
十
一
人
。

　

理
事
会
で
は
、
二
十
五
年
度

事
業
計
画
な
ど
の
議
案
七
件
及

び
、
定
期
総
会
次
第
な
ど
の
協
議

事
項
五
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
そ

れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
、
決
定

し
、
事
業
計
画
及
び
予
算
案
は
二

月
二
十
二
日
開
催
の
本
会
定
期
総

会
に
提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

議
案
及
び
協
議
事
項
は
次
の
と

お
り
。

議
案

○
議
案
第
一
号　

平
成
二
十
五
年

度
青
森
県
町
村
会
事
業
計
画
案

○
議
案
第
二
号　

平
成
二
十
五
年

度
青
森
県
町
村
会
会
費
案

○
議
案
第
三
号　

平
成
二
十
五
年

度
青
森
県
町
村
会
一
般
会
計
予
算

案○
議
案
第
四
号　

青
森
県
町
村
会

公
有
物
件
共
済
事
業
等
特
別
会
計

規
程
案

○
議
案
第
五
号　

平
成
二
十
五
年

度
青
森
県
町
村
会
公
有
物
件
共
済

事
業
等
特
別
会
計
予
算
案

○
議
案
第
六
号　

自
動
車
損
害
賠

償
等
共
済
金
一
時
立
替
払
基
金
規

程
を
廃
止
す
る
規
程
案

○
議
案
第
七
号　

平
成
二
十
四
年

度
青
森
県
町
村
会
一
般
会
計
補
正

予
算
（
補
正
第
一
号
）
案

協
議
事
項

○
協
議
事
項
１　

平
成
二
十
五
年

第
一
回
青
森
県
町
村
会
定
期
総
会

次
第
案
並
び
に
案
件
に
つ
い
て

○
協
議
事
項
２　

決
議
案
に
つ
い

て○
協
議
事
項
３　

平
成
二
十
六
年

度
予
算
編
成
及
び
施
策
に
関
す
る

要
望
運
動
案
に
つ
い
て

○
協
議
事
項
４　

町
村
長
の
健
康

管
理
研
修
案
に
つ
い
て

○
協
議
事
項
５　

北
東
北
三
県
町

村
長
中
央
研
修
会
・
交
流
会
の
実

施
に
つ
い
て

　

理
事
会
終
了
後
、
引
き
続
き
、

全
国
自
治
協
会
県
災
害
共
済
支
部

並
び
に
全
国
町
村
職
員
生
活
協
同

組
合
県
支
部
は
委
員
会
を
開
催
し
、

議
案
一
件
、
報
告
一
件
を
原
案
ど

お
り
承
認
、
決
定
し
、
本
会
定
期

総
会
に
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

議
案
は
次
の
と
お
り
。

議
案

○
議
案
第
一
号　

平
成
二
十
五
年

度
全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

青
森
県
支
部
会
計
予
算
案

○
報
告
第
一
号　

専
決
処
分
し
た

事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る

の
件
（
平
成
二
十
四
年
度
全
国
自

治
協
会
青
森
県
災
害
共
済
支
部
会

計
補
正
予
算
（
補
正
第
二
号
））

25
年
度
事
業
計
画
な
ど
を
審
議

第
１
回
理
事
会
・
支
部
委
員
会

市
町
村
長
会
議
提
言
事
項
を
決
定

市
町
村
長
会
議
提
言
事
項
を
決
定

第
２
回
理
事
会

第
２
回
理
事
会

第
一
回
自
治
協
、

生
協
支
部
委
員
会

第
二
回
自
治
協
支
部
委
員
会



６あおもり

　

本
会
は
二
月
七
日
、
東
京
都
内

で
、
県
と
合
同
に
よ
り
二
十
四
年

度
特
別
交
付
税
に
関
し
て
総
務
省

へ
要
望
し
た
。

　

こ
れ
は
、
今
冬
の
豪
雪
に
よ
り

町
村
の
除
排
雪
作
業
に
係
る
費
用

が
増
大
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、

特
別
交
付
税
に
よ
る
国
の
財
政
支

援
を
求
め
実
施
し
た
も
の
。

　

要
望
に
は
、
本
会
の
越
善
会
長

　

本
会
は
二
月
十
三
日
、
青
森
市

の
ホ
テ
ル
青
森
で
町
村
特
産
品
の

海
外
輸
出
に
関
す
る
町
村
自
治
振

興
会
議
を
開
催
し
た
。

　

本
会
議
は
、
県
内
町
村
が
抱
え

る
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
、
町
村

間
で
連
携
し
な
が
ら
現
状
と
問
題

点
を
洗
い
出
し
、
課
題
解
決
に
向

け
調
査
研
究
を
行
い
、
町
村
振
興

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
今
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

こ
れ
ま
で
は
「
空
き
家
対
策
」
を

テ
ー
マ
に
二
回
開
催
し
て
い
る
。

　

各
町
村
の
特
産
品
で
あ
る
農
林

水
産
品
の
輸
出
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
、
各

町
村
等
の
担
当
者
等
十
六
人
が
出

席
し
た
。

　

会
議
で
は
、
県
観
光
国
際
戦
略

局
国
際
経
済
課
の
藤
森
主
幹
か
ら

「
県
の
輸
出
に
関
す
る
取
組
み
に

つ
い
て
」
と
題
し
、
県
産
農
林
水

産
品
の
輸
出
促
進
及
び
販
路
拡
大

に
向
け
た
県
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
特
に
、
り
ん
ご

輸
出
促
進
に
向
け
た
課
題
や
主
な

輸
出
先
で
の
青
森
り
ん
ご
の
市
場

性
等
に
つ
い
て
情
報
提
供
が
あ
っ

た
。

　

ま
た
、
板
柳
町
産
業
振
興
公
社

り
ん
ご
ワ
ー
ク
研
究
所
の
葛
西
所

長
よ
り
「
板
柳
町
の
り
ん
ご
輸
出

に
関
す
る
取
組
み
に
つ
い
て
」
と

題
し
事
例
発
表
が
あ
り
、
海
外
へ

の
販
売
経
緯
及
び
状
況
、「
り
ん

ご
ワ
ー
ク
」
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
等

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
ほ
か
、

商
談
時
の
ス
ピ
ー
ド
感
の
重
要
性

が
訴
え
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
南
部
町
及
び
新
郷
村

か
ら
も
輸
出
に
関
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
紹
介
が
あ
っ
た
ほ
か
、

質
疑
応
答
及
び
意
見
交
換
を
通
じ

て
、
出
席
者
は
町
村
特
産
品
の
輸

出
に
関
す
る
理
解
を
深
め
た
。

　

昨
今
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に

よ
り
人
口
減
少
社
会
へ
と
移
行
し
、

国
内
市
場
が
確
実
に
縮
小
す
る
と

見
込
ま
れ
る
状
況
に
あ
っ
て
、
農

林
水
産
業
の
振
興
と
と
も
に
、
本

県
町
村
が
持
つ
魅
力
あ
る
農
林
水

産
品
を
積
極
的
に
輸
出
し
て
、
海

外
か
ら
の
外
貨
の
獲
得
を
図
る
こ

と
や
、
販
路
の
拡
大
、
海
外
か
ら

の
評
価
に
よ
り
、
国
内
の
商
品
価

値
の
ア
ッ
プ
と
生
産
者
及
び
事
業

者
の
所
得
向
上
を
図
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

や
三
村
県
知
事
が
参
加
し
、
総
務

省
の
小
笠
原
総
務
事
務
次
官
、
大

石
総
務
審
議
官
、
佐
藤
自
治
財
政

局
長
、黒
田
大
臣
官
房
審
議
官（
財

政
制
度
・
財
務
担
当
）
に
面
談
の

う
え
、
特
別
交
付
税
の
配
分
を
強

く
求
め
た
。

　

ま
た
、
県
選
出
国
会
議
員
に
対

し
て
も
同
要
望
書
を
提
出
し
た
。

除
排
雪
経
費
の
特
別
交
付
税
配
分
を
求
め
る

県
と
合
同
で
総
務
省
に

特
産
品
の
輸
出
可
能
性
を
探
る

町
村
自
治
振
興
会
議
を
開
催

平成24年度特別交付税の配分に関する要望
　今冬は１月に入って冬型の気圧配置と低温が続き、県
内各地で平年を上回る積雪を記録したことから、道路交
通障害や除雪作業中の事故等、住民生活に大きな支障を
来しております。
　これらの状況に対応するため、本県町村は、通勤・通
学路など生活道路の除排雪や高齢者世帯等の状況把握
等、住民生活の安全・安心の確保、及び地域経済活動の
ために全力を挙げて取り組んでおります。
　しかし、町村では増大する除排雪経費のため補正予算
を組んで対応しているところもありますが、今後も降雪
が続くことから、今冬の除排雪経費の不足が見込まれま
す。
　つきましては、本県町村の現状及び厳しい財政状況を
ご賢察のうえ、平成24年度の特別交付税の配分について、
特段の御配慮をお願いします。

県国際経済課の藤森主幹

会議には各町村等の担当者が出席

りんごワーク研究所の葛西所長



７ 　あおもり

　

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
は
、

二
月
二
十
二
日
、
青
森
市
の
ラ
・

プ
ラ
ス
青
い
森
で
平
成
二
十
五
年

第
一
回
議
会
定
例
会
を
開
催
し
た
。

出
席
者
は
、
越
善
管
理
者
を
は
じ

め
、
議
員
等
九
市
町
村
長
。

　

定
例
会
で
は
、
越
善
管
理
者
が

平
成
二
十
五
年
度
予
算
な
ど
、
七

件
の
議
案
と
一
件
の
報
告
事
項
の

提
案
理
由
を
説
明
し
、
そ
れ
ぞ
れ

審
議
し
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
承

認
、
決
定
し
た
。

　

議
案
・
報
告
は
次
の
と
お
り
。

議
案

○
議
案
第
一
号　

平
成
二
十
五
年

度
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

一
般
会
計
予
算
案

○
議
案
第
二
号　

平
成
二
十
五
年

度
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

市
町
村
税
滞
納
整
理
特
別
会
計
予

算
案

○
議
案
第
三
号　

青
森
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
職
員
の
給
与
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案

○
議
案
第
四
号　

青
森
県
市
町
村

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

○
議
案
第
五
号　

青
森
県
市
町
村

等
非
常
勤
職
員
の
公
務
災
害
補
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案

○
議
案
第
六
号　

青
森
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
長
期
継
続
契
約
を

締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
を

定
め
る
条
例
案

○
議
案
第
七
号　

青
森
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
負
担
金
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
案

○
報
告
第
一
号　

専
決
処
分
し
た

事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る

の
件
（（
平
成
二
十
四
年
専
決
第

一
号
）
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　

本
会
に
事
務
局
を
置
く
全
国
山

村
過
疎
地
域
振
興
連
盟
県
支
部
並

び
に
本
会
、
県
市
長
会
、
県
市
町

村
振
興
協
会
は
四
者
共
催
に
よ
り
、

二
月
二
十
七
日
、
青
森
市
の
ア
ッ

プ
ル
パ
レ
ス
青
森
で
農
山
漁
村
活

性
化
研
修
会
を
開
催
し
た
。
出
席

者
は
、
町
村
長
を
は
じ
め
県
市
町

村
の
担
当
者
等
約
六
十
人
。

　

本
研
修
会
は
、
地
域
の
価
値
あ

る
自
然
や
文
化
を
継
承
し
な
が
ら
、

農
山
漁
村
の
自
立
・
再
生
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る

も
の
。

　

は
じ
め
に
主
催
者
を
代
表
し
、

全
国
山
村
過
疎
地
域
振
興
連
盟
県

支
部
の
太
田
支
部
長（
佐
井
村
長
）

が
あ
い
さ
つ
し
、
引
き
続
き
、
東

京
大
学
大
学
院
農
学
国
際
専
攻
教

授
で
農
学
博
士
の
鈴
木
宣
弘
氏
が

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
を
含
め
た
今
後
の

農
政
の
課
題
と
展
望
」
と
題
し
講

演
し
た
。

　

講
演
の
中
で
鈴
木
氏
は
、
日
米

首
脳
会
談
後
の
共
同
声
明
を
受

け
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
参
加
は
農
業

を
壊
滅
さ
せ
る

ほ
か
、
産
業
の

空
洞
化
を
招
き
、

医
療
も
含
め
た

地
域
社
会
全
体

を
崩
壊
さ
せ
る
と
批
判
。
関
税
撤

廃
に
例
外
を
設
け
る
と
は
書
い
て

お
ら
ず
、
重
要
品
目
が
多
い
日
本

は
、
全
て
が
聖
域
に
含
ま
れ
る
は

ず
が
な
い
と
指
摘
。
徹
底
的
な
規

制
緩
和
の
断
行
は
単
純
明
快
だ
が
、

格
差
社
会
を
拡
大
さ
せ
る
も
の
で
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は

少
な
い
な
ど
と
述
べ
た
。

提案理由を説明する越善管理者

鈴木講師がＴＰＰ問題について講演

研修会には町村長はじめ約60人が参加

25
年
度
予
算
な
ど
決
定

総
合
事
務
組
合
議
会
定
例
会

農
山
漁
村
の
自
立
・
再
生
を

東
大
大
学
院
鈴
木
教
授
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
を
訴
え
る

農
山
漁
村
活
性
化
研
修
会
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町
村
等
職
員
（
一
部
事
務
組
合

等
含
む
）
の
任
用
事
務
の
公
平
・

効
率
化
を
図
る
た
め
、
本
会
が
町

村
等
の
要
請
に
基
づ
き
実
施
す
る

町
村
職
員
採
用
試
験
の
二
十
四
年

度
実
施
状
況
は
下
表
の
と
お
り
。

　

実
施
日
は
、
日
本
人
事
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
が
定
め
た
七
月

二
十
二
日
（
日
）、
九
月
十
六
日

（
日
）
の
二
回
の
全
国
統
一
試
験

と
、
そ
の
他
の
期
日
に
実
施
し
た

個
別
試
験
。

　

実
施
団
体
は
、
三
十
二
団
体

（
二
十
一
町
・
六
村
・
五
事
務
組

合
）、
総
受
験
申
込
者
数
は
千
一

人
と
な
り
、
昨
年
度
に
比
べ
一
団

体
、
八
十
二
人
の
増
と
な
っ
た
。

　

二
十
五
年
度
に
町
村
職
員
採
用

試
験
の
実
施
を
申
込
み
す
る
団
体

は
、
本
会
指
定
の
期
日
ま
で
に
、

所
定
の
様
式
に
て
本
会
へ
お
知
ら

せ
願
い
ま
す
。
実
施
申
込
み
や
試

験
実
施
科
目
な
ど
、
ご
不
明
な
点

は
本
会
業
務
課
【
電
話
０
１
７

（
７
２
３
）
１
３
３
１
】
に
お
問

い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

［

二
十
五
年
度
町
村
職
員

採
用
統
一
試
験
の
概
要］

○
試
験
期
日
・
職
種

・
第
一
回
（
上
級
試
験
）

　
平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
八
日
（
日
）

・
第
二
回
（
中
・
初
級
試
験
）

　
平
成
二
十
五
年
九
月
二
十
二
日
（
日
）

○
場
所

　

第
一
、二
回
と
も
青
森
市
内

○
実
施
申
込
方
法

　

各
団
体
に
ご
案
内
し
て
い
る

「
平
成
二
十
五
年
度
町
村
職
員
採

用
試
験
実
施
申
込
書
」
を
、

四
月
三
十
日
（
火
）
ま
で
に
本
会

へ
送
付
願
い
ま
す
。

○
そ
の
他
留
意
事
項
等

・
受
験
者
数
の
報
告

　

第
一
回
（
上
級
試
験
）
は
六
月

二
十
一
日
（
金
）、
第
二
回
（
中
・

初
級
試
験
）
は
八
月
十
五
日
（
木
）

ま
で
に
、
受
験
者
名
簿
を
本
会
へ

提
出
願
い
ま
す
。

・
公
募
方
法

　

受
験
者
公
募
の
手
続
き
は
各
団

体
が
行
う
こ
と
と
し
、
右
記
の
名

簿
提
出
期
日
に
間
に
合
う
よ
う
公

募
を
お
願
い
し
ま
す
。
受
験
票
は

各
団
体
が
作
成
し
、
試
験
当
日
に

受
験
者
が
必
ず
持
参
す
る
よ
う
周

知
徹
底
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
試
験
当
日
の
実
施
運
営

　

例
年
、
本
会
職
員
と
試
験
実
施

団
体
担
当
者
が
連
携
し
対
応
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
願
い
ま

す
。

・
担
当
者
事
前
説
明
会

　

試
験
係
員
と
な
る
試
験
実
施
団

体
担
当
者
を
対
象
と
し
た
事
前
説

明
会
を
七
月
上
旬
に
予
定
し
て
い

ま
す
。
試
験
実
施
申
込
み
の
あ
っ

た
団
体
に
後
日
ご
案
内
し
ま
す
。

・
経
費
負
担

　

試
験
問
題
の
作
成
及
び
採
点
に

係
る
経
費
は
、
団
体
申
込
み
の
科

目
料
金
を
申
込
人
数
に
応
じ
て
負

担
い
た
だ
き
ま
す
。

・
個
別
試
験

　

統
一
試
験
日
以
外
の
期
日
の
個

別
試
験
の
実
施
は
、
本
会
は
問
題

用
紙
等
の
提
供
・
採
点
の
み
行
い

ま
す
。
実
施
団
体
は
、
試
験
日
の

一
ヵ
月
前
ま
で
に
本
会
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

24
年
度
実
施
状
況

25
年
度
実
施
申
込
受
付
中

平成24年度町村職員採用試験申込者数
（単位：人）

職　　　種

合計上　級 中　級 初　級

No. 団体名 行政 土木 一般 保育士 社会
福祉 保健師 栄養士 看護師 一般 消防 電気

1 平 内 町 19 - - - 1 - - - 10 20 - 50
2 今 別 町 2 - - - - - - 2 4 - - 8
3 外 ヶ 浜 町 - - - - 5 - - - 31 - - 36
4 蓬 田 村 - - - - - - - - 6 6 - 12
5 鯵 ヶ 沢 町 - - - 20 - - - - - - - 20
6 深 浦 町 - - - - - - - - 11 - - 11
7 藤 崎 町 86 - - - - - - - - - - 86
8 大 鰐 町 115 - - - - - - - 68 - - 183
9 板 柳 町 27 - - - - - - 4 - - - 31
10 中 泊 町 19 - - - - - - - - - - 19
11 野 辺 地 町 42 - - - - 2 - - 33 10 - 87
12 七 戸 町 - - - - - - - - 39 - - 39
13 六 戸 町 15 - - - - 4 - - - 8 - 27
14 横 浜 町 - - - - - - - - 8 1 - 9
15 東 北 町 34 - - - - - - - 15 - - 49
16 お い ら せ 町 37 - 10 - - - - 2 7 - - 56
17 六 ヶ 所 村 11 - - - - 2 - - 6 2 - 21
18 大 間 町 4 - - - - - - - 10 - - 14
19 東 通 村 10 - - - - - - - 8 - - 18
20 風 間 浦 村 - - - - - - - - 9 - - 9
21 佐 井 村 - - - - - - - - 7 - - 7
22 三 戸 町 8 - - - - - - 13 5 - - 26
23 五 戸 町 27 - - - - - - - - - - 27
24 田 子 町 13 - - - - - - - 6 - - 19
25 南 部 町 12 2 - - - - 8 - 7 - - 29
26 階 上 町 32 - - - - - - - - - - 32
27 新 郷 村 6 - 1 - - - - - - - - 7

28 中 部 上 北
広 域 事 業 組 合 - - - - - - - - - 16 - 16

29 三 戸 地 区 環 境整 備 事 務 組 合 - - - - - - - - - - 3 3

30 三 戸 郡
福 祉 事 務 組 合 - - - - 5 - - - - - - 5

31 鯵 ヶ 沢 地 区
消 防 事 務 組 合 - - - - - - - - - 19 - 19

32 北 部 上 北
広 域 事 務 組 合 - - - - - - - - 19 7 - 26

合　計 519 2 11 20 11 8 8 21 309 89 3 1001

町
村
職
員
採
用
試
験

24
年
度
実
施
状
況
と
25
年
度
実
施
に
つ
い
て
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本
会
に
事
務
局
を
置
く
県
広
報

広
聴
協
議
会
は
、
一
月
二
十
八
日
、

青
森
市
の
県
共
同
ビ
ル
で
平
成

二
十
五
年
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
審

査
会
を
開
催
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
市
町
村
の
広

報
活
動
の
向
上
を
目
的
に
開
催
し

て
い
る
も
の
で
、
県
内
市
町
村
か

ら
広
報
紙
十
八
点
、
写
真
二
十
八

点
、
映
像
二
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　

六
名
の
審
査
委
員
に
よ
る
厳
正

な
審
査
の
結
果
、
広
報
紙
総
合
の

部
で
弘
前
市
の｢

広
報
ひ
ろ
さ
き
」

（
24
年
８
月
１
日
号
）
が
特
選
に
、

中
泊
町
の｢

広
報
な
か
ど
ま
り｣

（
24
年
８
月
号
）が
準
特
選
と
な
っ

た
。

　

上
位
入
賞
作
品
は
、
日
本
広
報

協
会
主
催
の
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
に
県
代
表
と
し
て
推
薦
し
、
四

月
に
総
合
審
査
が
行
わ
れ
、
入
選

作
品
が
決
定
さ
れ
る
予
定
。

　

な
お
、
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
部
門
に
は
三
点
、

広
報
企
画
部
門
に
は
一
点
を
本
県

か
ら
応
募
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
左
記
の
と
お
り
。

広
報
紙
総
合
の
部

「
広
報
ひ
ろ
さ
き
」

が
特
選

25
年
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

所　　属 職　　名 氏　　名

東 奥 日 報 社 編集局整理部次長 舘　花　光　秀

デーリー東北新聞社 青森支社長代理 大　嶋　孟　之

陸 奥 新 報 社 青森支社長 渋　谷　　　浩

青 森 放 送 報道局長兼報道部長 山　本　恒　太

青 森 テ レ ビ 報道制作局長 菊　谷　浩　志

青 森 朝 日 放 送 取締役報道制作局長 山　本　修　嗣

審 査 委 員

平成25年青森県広報コンクール審査結果

広報紙部門（総合の部）
特　選　弘　前　市　「広報ひろさき」 ８月１日号※
準特選　中　泊　町　「広報なかどまり」 ８月号※

広報紙部門（市部）
入　選　十 和 田 市　「広報とわだ」 10月号　
佳　作　三　沢　市　「広報みさわ」 ６月号　
奨励賞　黒　石　市　「広報くろいし」 10月１日号　

広報紙部門（町村部）
入　選　三　戸　町　「広報さんのへ」　 ７月号　
佳　作　外 ヶ 浜 町　「広報そとがはま」 12月号　
奨励賞　東　北　町　「広報とうほく」 10月号　
奨励賞　おいらせ町　「広報おいらせ」 11月号　

広報写真部門（一枚写真の部）
入　選　黒　石　市　「広報くろいし」　 ４月１日号　
佳　作　つ が る 市　「広報つがる」　 ９月号※
奨励賞　弘　前　市　「広報ひろさき」　 ８月１日号　
奨励賞　三　沢　市　「広報みさわ」　 ４月号　
奨励賞　平　川　市　「広報ひらかわ」　 ７月号　
奨励賞　おいらせ町　「広報おいらせ」　 ５月号　

広報写真部門（組み写真の部）
入　選　十 和 田 市　「広報とわだ」 10月号　
佳　作　中　泊　町　「広報なかどまり」 11月号※
奨励賞　弘　前　市　「広報ひろさき」　 ６月１日号　

映像部門
入　選　八　戸　市　「八戸　魅惑の工場萌えツアー」
佳　作　東　北　町　「12人の挑戦」 ※

※印は日本広報協会主催の全国広報コンクールへの推薦作品
全国広報コンクールへの推薦団体は日本広報協会の会員団体

特
選　

弘
前
市
「
広
報
ひ
ろ
さ
き｣

準
特
選　

中
泊
町
「
広
報
な
か
ど
ま
り｣
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平成25年度町村会関係主な行事予定
会議等の名称 日　時 場　所

町村会　正副会長会議
町村会　正副会長・理事・監事・政務調査委員長・顧問合同会議

６月５日（水）10時30分
６月５日（水）11時00分

町村会役員室

県選出国会議員に対する重点施策説明 ６月上旬予定 青森市内

平成26年度政府予算編成及び施策に関する要望運動 ６月上旬予定 東京都内

町村会　臨時総会 ６月18日（火）14時00分 県共同ビル「大会議室」

市町村総合事務組合　議会臨時会 ６月18日（火）14時30分 町村会「会議室」

町村会　政務調査委員会 ６月18日（火）14時50分 青森市内

町村会　監査会 ７月中旬予定 町村会役員室

町村会　理事会 ８月上旬予定 町村会役員室

町村長健康管理研修

８月21日（水）～ 23日（金）
　１日目　定期総会　15時
　２日目　健康管理研修
　３日目　半日ドック

野辺地町まかど温泉ホテル
青森市・総合健診センター

町村会　理事会 10月予定 町村会役員室

町村長行政調査研修 未定 未定

法令外負担金等委員会 11月予定 町村会役員室

県選出国会議員との懇談会 11月19日（火）17時 東京都・ホテルニューオータニ

全国町村長大会 11月20日（水）正午 東京都・ＮＨＫホール

北東北三県町村長中央研修会
（岩手県・秋田県町村会との合同開催）

11月20日（水）15時30分 東京都・ホテルニューオータニ

北東北三県町村長中央交流会
（岩手県・秋田県町村会との合同開催）

11月20日（水）17時15分 東京都・ホテルニューオータニ

上十三・下北地域づくり研究会　新規会員募集中

　上十三地域づくり研究会並びに下北地域づくり研究会は、平成22年２月にそ
れぞれ設立し、平成25年度においても、自治体職員の資質向上を図るため、両
研究会の活動を継続します。会員申込みは、平成25年４月17日（水）までに所
定の様式により申し込むほか、随時受け付けることとしております。興味のあ
る皆さん、他市町村の自治体職員と共に、自己研鑚してみませんか。

■アドバイザー
　青森公立大学　経営経済学部教授　天野巡一　氏

■対象市町村等及び24年度会員数
　・上十三地域づくり研究会（35名）

十和田市、三沢市、野辺地町、七戸町、六戸町、横浜町、東北町、おいら
せ町、六ヶ所村、上北地域県民局

　・下北地域づくり研究会（27名）
　　むつ市、大間町、東通村、風間浦村、佐井村、下北地域県民局

■お問い合わせ先
　詳細は、本会業務課（電話：017-723-1331）までお問い合わせ願います。

　

任
期
満
了
に
伴
う
東
通
村
長
選
挙

は
、
三
月
十
二
日
告
示
さ
れ
、
現
職

の
越
善
靖
夫
氏（

71）

が
、
無
投
票

で
五
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
村
助
役
、
村
企
画
課
長

東
通
村
長　

越え
ち

善ぜ
ん　

靖や
す

夫お　

氏
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青 森 県 町 村 長 等 名 簿 平成25年４月１日現在　
町村数30町村（22町８村）

区　分
町村 町　　村　　長 生年月日 当選

回数
任期満了
年 月 日 副町村長

東
郡

平 内 町 船　　橋　　茂　　久 S24. 7.17 １ 27.11.14 山　　田　　光　　昭
今 別 町 小　　鹿　　正　　義 S 6. 2.18 ３ 25.10.12 阿　　部　　義　　治
外 ヶ 浜 町 森　　内　　　　　勇 S13. 3. 2 ２ 25. 4.23
蓬 田 村 古　　川　　正　　隆 S22. 6. 2 ４ 25.11. 8

西
郡

鰺 ヶ 沢 町 東　　條　　昭　　彦 S16. 4.15 １ 25.12.26 長　　内　　　　　仁
深 浦 町 吉　　田　　　　　満 S28. 9. 9 ２ 28.12.20 本　　田　　満　　生

中郡 西 目 屋 村 関　　　　　和　　典 S42. 2.24 ２ 26. 2.25

南
郡

藤 崎 町 平　　田　　博　　幸 S32. 6. 2 １ 27.11.19
大 鰐 町 山　　田　　年　　伸 S27. 3.11 １ 26. 7.21
田 舎 館 村 鈴　　木　　孝　　雄 S12. 2.10 ３ 28.11.17

北
郡

板 柳 町 舘　　岡　　一　　郎 S18. 3. 4 ４ 27. 4.29 成　　田　　誠　　一
鶴 田 町 中　　野　　掔　　司 S 4.11. 7 10 26. 8.20 山　　本　　一　　郎
中 泊 町 小　　野　　俊　　逸 S17. 7.29 ４ 25. 4.23

上
北
郡

野 辺 地 町 中　　谷　　純　　逸 S24. 8.16 １ 27.10.26 杉　　田　　三　　生
七 戸 町 小　　又　　　　　勉 S24. 1. 2 ２ 25. 4.23 大　　平　　　　　均
六 戸 町 吉　　田　　　　　豊 S25. 3.28 ６ 28. 1.27 保 土 澤　　正　　教
横 浜 町 野　　坂　　　　　充 S26. 1.31 ３ 28.12.11 新　　渡　　喜　　広
東 北 町 斗　　賀　　壽　　一 S19. 7. 2 １ 25. 4.23 蛯　　名　　鉱　　治
お い ら せ 町 成　　田　　　　　隆 S26. 2. 4 １ 26. 3.25 西　　館　　芳　　信
六 ヶ 所 村 古　　川　　健　　治 S 9. 5.28 ３ 26. 7. 6 戸　　田　　　　　衛

下
北
郡

大 間 町 金　　澤　　満　　春 S25. 3. 9 ３ 29. 1.18 菊　　池　　武　　利
東 通 村 越　　善　　靖　　夫 S17. 1. 7 ５ 29. 4.12 林　　　　　春　　美
風 間 浦 村 飯　　田　　浩　　一 S35. 5. 5 １ 27. 4.23
佐 井 村 太　　田　　健　　一 S26.11.25 ３ 25. 4.21

三
戸
郡

三 戸 町 竹　　原　　義　　人 S25.11.28 ２ 28.12.15 藤　　村　　正　　彦
五 戸 町 三　　浦　　正　　名 S29. 1. 1 ４ 27. 6.26 鳥 谷 部　　禮 三 郎
田 子 町 山　　本　　晴　　美 S39. 4.10 １ 28. 1.14 原　　　　　昌　　德
南 部 町 工　　藤　　祐　　直 S30. 5.22 ４ 26. 2.11 坂　　本　　勝　　二
階 上 町 浜　　谷　　豊　　美 S31. 8.23 ２ 25.12.23 久　　保　　和　　子
新 郷 村 須　　藤　　良　　美 S15. 3.29 ２ 25. 5.28 横　　田　　孝　　夫

「
町
村
の
魅
力
発
信
事
業
助
成
事
業
」
を

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い

○
主
な
助
成
内
容

　

１　

助
成
金
額　

一
町
村
当
た
り
2
1
7
万
円
を
限
度
に
実
費
助
成

　

２　

助
成
対
象
経
費

　

謝
金
、
旅
費
、
印
刷
製
本
費
・
複
写
費
、
賃
借
料
、
通
信
運

搬
費
、
共
同
事
業
に
関
す
る
負
担
金
、
そ
の
他
事
業
を
行
う
上

で
本
会
会
長
が
必
要
と
認
め
る
事
業

○
主
な
助
成
対
象
事
業
例

　

１　

イ
ベ
ン
ト
等
開
催
に
係
る
観
光
振
興
等
に
係
る
事
業

　

２　

地
域
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成
・
確
保
事
業

　

３　

産
業
振
興
上
必
要
な
事
業

　

４　

地
域
資
源
の
発
掘
、
活
用
に
よ
る
商
品
開
発
、
需
要
拡
大
事
業

　

５　

地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
・
環
境
整
備
に
つ
な
が
る
施
設
整
備

事
業

○
申
請
期
限

　

平
成
25
年
５
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
、
別
に
定
め
る
事
業
計
画
申
請

書
を
本
会
へ
提
出
願
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　

詳
細
は
、
本
会
業
務
課
（
電
話　

０
１
７
│
７
２
３
│
１
３
３
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。
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ま

ち
づくりへ

の

西津軽郡

鰺
あじ

ヶ
が

沢
さわ

町
まち

走
る
歓
び　

新
た
な
観
光
ス
タ
イ
ル
の
提
案

　

全
国
初
の
「
白
神
マ
ラ
ソ
ン
村
」
開
村
へ
！　

世
界
自
然
遺
産
「
白
神
山
地
」
に
抱
か
れ
て

　

ブ
ナ
原
生
林
の
生
い
茂
る
世
界
自
然
遺
産
白
神
山
地
を
は
じ
め
、

津
軽
の
秀
峰
岩
木
山
、
金
鮎
の
棲
む
清
流
赤
石
川
、
新
鮮
な
魚
介
類

豊
富
な
日
本
海
な
ど
、
多
く
の
誇
れ
る
自
然
の
恵
み
を
有
す
る
鰺
ヶ

沢
町
。

　

こ
う
し
た
資
源
を
活
用
し
た
地
域
振
興
の
一
環
と
し
て
、
本
年
六

月
、
全
国
初
と
な
る
「
白
神
マ
ラ
ソ
ン
村
」
が
開
村
し
ま
す
。

　
「
白
神
マ
ラ
ソ
ン
村
」
は
町
全

体
を
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
に
設
定
し
、

全
国
か
ら
ラ
ン
ナ
ー
を
誘
致
し
て
、

地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
取
り
組

み
で
す
。

　

マ
ラ
ソ
ン
村
は
昨
年
六
月
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

の
健
康
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
通
じ

て
社
会
貢
献
の
道
を
探
る
「
Ｍ
Ｃ

Ｋ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」 （
松
田
千
枝

代
表
、
東
京
）
が
、
町
に
事
業
を

に
調
印
。「
白
神
マ
ラ
ソ
ン
村
」

開
村
に
向
け
た
、
本
格
的
な
取
り

組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
「
白
神
マ
ラ
ソ
ン
村
」
三
つ
の

ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。

①
女
子
マ
ラ
ソ
ン
界
の
パ
イ
オ
ニ

ア
に
よ
る
マ
ラ
ソ
ン
ス
ク
ー
ル

②
マ
ラ
ソ
ン
だ
け
で
な
く
、
マ
ラ

ニ
ッ
ク
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

用
途
・
レ
ベ
ル
別
に
多
く
の
人

提
案
。

　

東
京
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
で
最

多
の
二
十
七
回
出
場
を
記
録
し
た
、

女
性
ラ
ン
ナ
ー
の
草
分
け
と
し
て

知
ら
れ
る
松
田
代
表
に
よ
る
と
、

全
国
各
地
と
比
較
し
て
も
鰺
ヶ
沢

町
ほ
ど
走
る
こ
と
に
適
し
て
い
る

環
境
は
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

昨
年
七
月
、
町
と
町
観
光
協
会
、

そ
し
て
町
へ
の
開
村
を
提
唱
す
る

Ｍ
Ｃ
Ｋ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
覚
書

松田代表は、東京国際女子マラソン27回（最
多）出場の記録を持つ

町
な
ど
３
者
が
覚
書
に
調
印

マ
ラ
ソ
ン
村
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

プレイベントでは女性ランナーたちがそれぞれのペースで快走

全
国
初
「
マ
ラ
ソ
ン
村
」
を
町
に
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が
楽
し
め
る
よ
う
に
対
応

③
季
節
ご
と
に
楽
し
め
、
常
に
ハ

イ
シ
ー
ズ
ン

　

特
徴
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

走
り
方
講
座
で
走
り
方
を
身
に
つ

け
ま
し
た
。

　

開
村
は
本
年
六
月
一
日（

土）

。

当
日
は
記
念
式
典
開
催
の
ほ
か
、

参
加
者
を
募
っ
た
う
え
、
マ
ラ
ソ

ン
コ
ー
ス（

準
備
中）

を
実
際
に

走
っ
て
も
ら
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
開
村
を
前
に
四
月

二
十
四
日（

水）

・

二
十
五
日（

木）

、

松
田
代
表
と
マ
ラ
ソ

ン
ス
ク
ー
ル
校
長
の

松
田
泉
氏
が
来
町
し
、

講
師
と
し
て
健
康
に

ま
つ
わ
る
講
座
を
開

催
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

松
田
代
表
と
、
そ
の
コ
ー
チ
と
し

て
サ
ポ
ー
ト
し
続
け
て
き
た
夫
の

松
田
泉
氏
を
校
長
に
、
白
神
マ
ラ

ソ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
校
。
美
し
く
、

健
康
に
、
自
分
ら
し
く
走
り
続
け

る
の
に
必
要
な
プ
ロ
選
手
共
通
の

動
き
の
コ
ツ
、
そ
し
て
怪
我
を
し

に
く
い
ラ
ン
ニ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム
、

練
習
や
レ
ー
ス
で
楽
し
く
走
り
続

け
る
た
め
の
メ
ン
タ
ル
面
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
に
合
わ
せ
た
練
習
内
容
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
遺
産
登
録
地
域
と

ほ
ぼ
同
様
の
ブ
ナ
林
を
観
察
で
き

る
ミ
ニ
白
神
や
、
岩
木
山
麓
の
長

平
高
原
に
位
置
す
る
長
平
青
少
年

旅
行
村
、
ハ
ー
ブ
三
十
種
す
べ
て

が
無
農
薬
栽
培
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
、

ナ
ク
ア
白
神
な
ど
既
存
の
観
光
拠

点
が
一
体
と
な
っ
た
構
想
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　　

昨
年
九
月
に
は
、「
白
神
マ
ラ

ソ
ン
村
」
開
村
に
向
け
、
町
観
光

協
会
が
開
村
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
な

る
「
白
神
ロ
ハ
ス
ラ
ン
ニ
ン
グ
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

ツ
ア
ー
に
は
、
首
都
圏
な
ど
か

ら
女
性
約
百
名
が
参
加
。
雄
大
な

自
然
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
二
日
間

に
わ
た
り
、
赤
石
渓
流
沿
い
や
岩

木
山
麓
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
初
級
者
は
、

　

本
年
十
二
月
の
白
神
山
地
世
界

遺
産
登
録
二
十
周
年
記
念
と
合
わ

せ
て
、
鰺
ヶ
沢
町
の
「
白
神
マ
ラ

ソ
ン
村
」
に
全
国
の
観
光
客
や
ラ

ン
ナ
ー
達
の
注
目
が
集
ま
り
ま
す
。

※
鰺
ヶ
沢
町
の
白
神
マ
ラ
ソ
ン
村

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
一

般
財
団
法
人
鰺
ヶ
沢
町
観
光
協

会
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。【
電
話

０
１
７
３
（
７
２
）
５
０
０
４
】

開
村
ま
で
あ
と
わ
ず
か

白
神
山
地
二
十
周
年
も
契
機
に プレイベント２日目は岩木山コースを満喫

はまなす公園と新設海浜公園を結ぶ「なぎ
さ・ブリッジ」

赤石川の支流「滝ノ沢」にある「く
ろくまの滝」は、落差 85 ｍ、幅
15ｍと県内最大級

白神マラソン村全体MAP

開
村
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

白神山地コース 岩木山コース 日本海コース
往復14キロ
白神山地の壮大な自然と
くろくまの滝でリフレッシュ

全長40キロ
パワースポット岩木山を
一周。雄大な自然を堪能

全長20キロ
日本海を見渡しながら、
鰺ヶ沢の観光ランニング

白神山地コース

岩木山コース

日本海コース

白神白 山地地コース

岩木岩木山コ山 ースス

日本日 海コース
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町 村 ト ピ ッ ク ス

多
種
多
様
の
苗
が
ズ
ラ
リ

「
苗
っ
こ
ま
つ
り
」

歌
や
踊
り
で
春
を
満
喫
！

海
峡
い
ま
べ
つ
春
ま
つ
り
開
催

　５月８日、ふるさとセンターを会場
に「マメコバチ感謝祭」が、18日には「林
檎の華　満喫ウオーク」が開催されま
す。また、ふるさとセンター内レスト
ラン・青柳館のメニューにりんごの焼
き菓子「タルトタタン」が加わりまし
た（前日まで要予約）。りんごの里板
柳の景色・味覚をぜひご堪能ください。

北津軽郡

い
た
や
な
ぎ
ま
ち

板
柳
町

可
憐
な
り
ん
ご
の
花
満
開

板
柳
町
へ
よ
う
こ
そ
！

南津軽郡

い
な
か
だ
て
む
ら

田
舎
館
村

　豊富な種類の苗を展示即売する
「苗っこまつり」を今年も開催します。
毎年多くの来場者で賑わいを見せるこ
のまつり、昨年も大盛況でした。箱いっ
ぱいの野菜苗から好みの苗を厳選す
る、それだけでも楽しくなってきます。
その他、色とりどりの花壇苗も販売し
ています。
　４月29日（月）、田舎館村克雪トレー
ニングセンター（田舎館村中学校向か
い）で開催予定です。皆さまのご来場
をお待ちしております。

問い合わせ先　田舎館村役場企画観光課
　　　　　　　TEL 0172-58-2111

問い合わせ先　今別町観光協会
　　　　　　　TEL 0174-35-2014

　「海峡いまべつ春まつり」が５月12
日（日）、海峡さざなみ公園で開催さ
れます。
　町内各団体やゲストによる歌と踊り
のほか、今別の伝統芸能「荒馬」の演
舞や地元のおいしい味がまつりを彩り
ます。今別の春をご堪能あれ！
※桜の開花状況に応じて開催日が１週
間程度前後することがあります。詳
しい日程は今別町観光協会までお問
い合わせください。

東津軽郡

い
ま
べ
つ
ま
ち

今
別
町

　恒例の「よこはま菜の花マラソン大
会」も23回目を数えるようになりまし
た。
　今回は、県内大会初のゲストラン
ナーである湯田友美さんを招くととも
に、それに合わせて参加賞もトート
バッグへ見直しました。実業団時代か
ら大変人気のある方であり、親しみや
すいお人柄も好評です。この機会に参
加してみてはいかがでしょうか？ 上北郡

よ
こ
は
ま
ま
ち

横
浜
町

心
地
よ
い
春
風
と
県
内
大
会
初
の

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
が
待
っ
て
ま
す
！

問い合わせ先　ふるさとセンター ・ 板柳町経済課地域振興係
　　　　　　　TEL 0172-72-1500   ・ 0172-73-2111（内線 313）

問い合わせ先　横浜町役場産業建設課
　　　　　　　TEL 0175-78-2111
大会公式ホームページ：http://www.lap.co.jp/nanohana2013/index.html
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T o w n  a n d  v i l l a g e  t o p i c s

風
間
浦
村
名
物　

布
海
苔
そ
ば

　桜の開花時期に合わせ、日本一の自
由の女神像のある｢いちょう公園｣と間
木堤がある｢下田公園｣の２会場で「お
いらせ町春まつり」を開催します。満
開の桜を見物に、家族連れや友達同士
でどうぞおいでください。
■開催日　４月29日から５月６日まで
■会　場　
　いちょう公園
　（青森県上北郡おいらせ町東下谷地内）
　下田公園
　（青森県上北郡おいらせ町向山地内）

上北郡

お
い
ら
せ
ち
ょ
う

お
い
ら
せ
町

お
い
ら
せ
町
の
春
の
イ
ベ
ン
ト

春
ま
つ
り
２
会
場
で
開
催

　磯の香りとさわやかなのど越しが、
話題を呼んでいる「名物　布海苔そ
ば」。このそばは、風間浦村特産の布
海苔を練りこんで打ったそばで、ミネ
ラルやヨード分、繊維などが豊富に含
まれ美容と健康にすぐれたそばです。
桑畑温泉湯ん湯ん♪の食堂でさるそば
でもかけそばでも350円でおいしくい
ただけます。また、地元商店でお土産
としても販売し大人気です。下北郡

か
ざ
ま
う
ら
む
ら

風
間
浦
村

問い合わせ先　海峡いさりびの里活性化推進協議会
　　　　　　　TEL 0175-35-2010

　閉校した小学校を活用した体験交流
施設「わっせ交流センター」では、のど
ごしさわやかな自慢の階上そばや郷土
料理を味わえる食堂をはじめ、特産品
の販売、そば打ち・豆腐作りなど毎月季
節ごとの体験イベントを開催中！木造校
舎の木のぬくもりや地元の人たちのあた
たかさに触れながら階上早生そばをご
賞味ください！
■営業日　毎週土・日（12/29～1/3除く）
■営業時間　10：00～15：00
※団体の場合は平日利用も可能です。
　詳しくはお問い合わせください。

●お知らせとお願い
　「あおもり町村自治」は、会務活動状況及び災害共済諸事業の啓発事項、県市町村総合事務組
合及び内部団体の活動状況のほか、町村長の紹介及び各町村の特集記事等を掲載し、３カ月に１
回季刊発行しています。
　本ページの「町村トピックス　いまが旬！」は、各町村の時期、季節の旬の情報をＰＲするコー
ナーで、イベント、観光スポット、施設、特産品、町の話題・出来事などが満載！
　各町村で、本紙への掲載希望事項等がありましたらご連絡ください。また、表紙写真や関連記
事等掲載依頼の際は、ご協力をよろしくお願いいたします。

三戸郡

は
し
か
み
ち
ょ
う

階
上
町

問い合わせ先　わっせ交流センター　
　　　　　　　TEL 0178-88-2709
（HP）http://www.wasse.info/

問い合わせ先　おいらせ町観光協会　
　　　　　　　TEL 0178-56-4703

わ
っ
せ
で
早
生
そ
ば
を
！

下田公園（左）といちょう公園（右）
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いつでもご加入いただけますので下記までお問い合わせ願います。
問合せ先　全国町村職員生活協同組合青森県支部
　　　　　青森県町村会総務課〔共済事業〕　TEL017（723）1331

自
動
車
共
済

万
一
の
事
故
に
備
え
を
！

●共済契約できる自動車
●自家用普通・小型乗用自動車
●自家用軽四輪自動車
●自動二輪車●原動機付自転車

１．あなたの所有する
２．あなたと同一世帯に属する親族（同居の親族）の所有する

町村生協の自動車共済にご加入の方のみ、車両共済（保険）に加入できます
○町村生協の自動車共済で過去３年間無事故で、新たに車両共済（保険）

に加入する場合、新規契約と比較して　
　33％割引（ 9等級）からスタート！
○一括払いでご契約の場合は、さらに　5 ％割引！
○保険料分割払（12回）も選択可能です。
○ロードサービスも無料でサービス！

●共済掛金と共済金額
共 済 掛 金 額 （ 年 間 ）用途及び車種

区分
共済金額

原動機付自転車
（125cc以下）

自動二輪車
（125cc超）

自家用軽四輪乗用
貨物車（660cc以下）

自家用普通・小型乗用
小型貨物車（660cc超）

30,000円 19,000円 17,000円 12,000円
対　人　賠　償　  無制限
対　物　賠　償　  1,000万円
自損事故傷害共済　  1,500万円
限定搭乗者　  500万円

Ａ　

型

対　人　賠　償　  無制限
対　物　賠　償　  無制限
自損事故傷害共済　  
限定搭乗者　  

Ｂ　

型

町村生協の自動車共済にご加入の皆様なら！
※無共済等自動車傷害共済・他者運転特約も自動付帯。　※自賠責保険と共済金の一括払も実施しています。

1,500万円
1,000万円

33,000円 21,000円 20,000円 14,000円

青
森
県
町
村
会
等
事
務
分
担

（
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
）

青
森
県
町
村
会常

務
理
事
兼　
　

山　

口　
　
　

昇

事
務
局
長

課
・
職
名
・
氏
名

主
要
担
当
業
務

総　
　

務　
　

課

参
事
・
総
務
課
長
事
務
取
扱

澤
田　

憲
郎

副　

参　

事　

原
子
美
香
子

　

主　
　
　

幹　

上
原
俊
一
郎

　

主　
　
　

事　

成
田　

聖
子

　

 

事　

務　

員　

高
橋
美
登
理

臨
時
事
務
手　

工
藤　

誠
子

　
﹇
共
済
事
業
﹈　　
　
　
　
　

総
括
副
参
事　

小
松
田　

真

　

副　

参　

事　

澤
田　

博
美

　

臨
時
事
務
手　

松
田　

清
子

　

臨
時
事
務
手　

小
林　

龍
生

（
総
務
関
係
）
人
事
、
規
約
・
諸

規
程
の
改
廃
、
予
算
、
関
係
諸
団

体
等
と
の
連
絡
調
整
、
各
業
務
の

統
合
調
整
、
総
会
そ
の
他
の
諸
会

議
、
総
務
厚
生
委
員
会
、
顧
問
弁

護
士
、
表
彰
、
軽
自
動
車
税
の
移

動
、
文
書
の
収
受
・
発
送
、
各
団

体
の
予
算
経
理
、
現
金
・
有
価
証

券
の
出
納
・
保
管
、
決
算
、
物
品

の
出
納
・
保
管
、
他
の
所
管
に
属

し
な
い
こ
と

（
共
済
関
係
）

公
有
建
物
・
自
動
車
共
済
、
職
員

火
災
・
自
動
車
共
済
、
任
意
共
済

保
険
、
団
体
定
期
保
険
、
総
合
賠

償
補
償
保
険
、
個
人
年
金
共
済
、

消
防
設
備
資
金

業　
　

務　
　

課

参
事
・
業
務
課
長
事
務
取
扱

土
岐　

昌
二

　

副　

参　

事　

吉
本　

知
己

　

主　
　
　

査　

大
坂　
　

謙

事
業
計
画
、町
村
行
財
政
の
調
査
、

政
務
調
査
委
員
会
、
法
令
外
負
担

金
の
規
制
、
要
望
・
請
願
、
町
村

長
等
・
町
村
職
員
の
研
修
会
、
会

報
「
あ
お
も
り
町
村
自
治
」、
町
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●共済掛金と共済金額
共済掛金（年額）は共済契約１口（10万円）につき60円です。
契約額の最高限度は、600口で、6,000万円が限度です。

共 済 契 約 の 最 高 限 度

共済掛金共済金額口　数区　　　　分

24,000円4,000万円400口建物のみの場合

動産のみの場合

建物と動産を併せた場合

●共済契約できる物件
●あなたの所有する居住用建物、または、その建物内にある動産

●あなたと同一世帯に属する親族が所有し、かつ、あなたが現に同居している建物または、その建物内にある動産

安安安安安安安安安安安いいいいいいいいいいい掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛金金金金金金金金金金金ででででででででででで大大大大大大大大大大大きききききききききききななななななななななな補補補補補補補補補補補償償償償償償償償償償償ををををををををををを住
宅
火
災
共
済

確
か
な
安
心
を
！

風水雪害特約制度
風水雪害特約制度は、風水雪害による損害について、火災共済契約に任意に付
加することにより共済金を支払う特約制度です。特約を付加していない場合、
風災、水災又は雪災による損害は、損害額が50万円以上の場合、損害の程度に
応じ給付され、全損の場合では100分の10又は450万円のいずれか低い額の給付
ですが、特約に加入することにより、火災共済契約の風水雪害共済金に加算し
て風水雪害特約共済金を損害額の50％又は火災共済契約額の50％のいずれか少
ない額を限度に支払います。（ただし、風水雪害共済金と特約共済金の支払合計
額が3,000万円を超える場合、3,000万円が限度となります。）特約共済掛金は、
一口10万円につき50円です。（火災共済契約と同額を特約共済金額とします。）

200口

600口

2,000万円

6,000万円

12,000円

36,000円

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

事
務
局
長　
　

山　

口　
　
　

昇

課
・
職
名
・
氏
名

主
要
担
当
業
務

総　
　

務　
　

課

参
事
・
総
務
課
長
事
務
取
扱

・
会
計
管
理
者　
　
　
　
　

　

澤
田　

憲
郎

副　

参　

事　

原
子
美
香
子

　

主　
　
　

幹　

上
原
俊
一
郎

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
に

関
す
る
事
務
、
非
常
勤
職
員
公
務

災
害
補
償
等
に
関
す
る
事
務
、
自

治
会
館
の
管
理
・
運
営
に
関
す
る

事
務

市
町
村
税
滞
納
整
理
機
構

滞
納
整
理
課

機　

構　

長　

古
村　

美
鶴

課　
　
　

長　

髙
橋　

淳
一

副　

参　

事　

伊
藤　

義
章

総
括
主
幹　

木
村　

拓
司

総
括
主
幹　

鹿
内　
　

勉

総
括
主
幹　

平
野　

法
泉

主　
　
　

事　

加
藤　
　

奨

専　

門　

員　

小
山　
　

孝

専　

門　

員　

木
村　

榮
一

研
修
職
員（
主
幹
）　

福
士　

寿
幸

研
修
職
員（
主
事
）　

秋
田　

伸
哉

非
常
勤
事
務
員　

櫻
田
の
ぞ
み

市
町
村
税
等
の
滞
納
整
理
に
関
す
る

事
務

　

臨
時
事
務
手　

鳴
海　
　

舞

村
職
員
採
用
試
験
、
町
村
の
振
興

発
展
に
関
す
る
調
査
・
研
究
、
市

長
村
職
員
等
の
自
主
研
究
の
支

援
、
県
広
報
広
聴
協
議
会
、
全
国

山
村
過
疎
地
域
振
興
連
盟
県
支

部
、
発
電
関
係
市
町
村
全
国
協
議

会
県
支
部
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随 想
第17話

山
やま

田
だ

　年
とし

伸
のぶ

大鰐町長

プロフィール

町議会議員。現在１期目。61歳。

町
民
と
共
に

つ
く
る
大
鰐
町

　

開
湯
八
百
年
、
そ
し
て
ス
キ
ー

場
開
設
百
年
の
歴
史
を
持
つ
私
た

ち
の
大
鰐
町
は
、
青
森
県
津
軽
地

方
の
南
端
に
位
置
し
、
国
道
七
号

線
、
Ｊ
Ｒ
奥
羽
本
線
、
東
北
自
動

車
道
大
鰐
・
弘
前
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
、
弘
南
鉄
道
な
ど
交
通
の
ア

ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
、
観
光
の
町
と

し
て
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
町
に
生
ま
れ
育
っ
た
私
は
、

こ
の
町
を
思
う
熱
い
気
持
ち
を
胸

に
三
十
八
歳
の
時
に
町
議
会
議
員

と
な
り
四
期
、
十
六
年
間
町
議
会

議
員
と
し
て
の
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
二
十
二
年
七
月
、

町
長
に
就
任
し
三
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
の
間
、
バ
ブ
ル
期
の
リ

ゾ
ー
ト
開
発
の
債
務
処
理
問
題
も

解
決
の
目
処
が
つ
い
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
県
内
唯
一
の
財
政
健
全
化

団
体
と
な
っ
て
い
る
今
、
更
な
る

財
政
改
革
を
進
め
な
が
ら
も
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
全
力
を
尽
く
し
て
行

か
な
け
れ
ば
と
決
意
を
新
た
に
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
大
鰐
町
の
基
幹
産
業
は

農
業
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
り
ん
ご
生
産
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
り
ん
ご
生
産

は
天
候
の
影
響
を
受
け
や
す
く
農

家
の
経
営
安
定
化
を
考
え
、
近
年

は
ト
マ
ト
の
生
産
に
意
欲
を
持
っ

て
参
画
す
る
農
家
も
増
え
て
き
て

お
り
ま
す
。
施
設
型
農
業
で
あ
る

ト
マ
ト
生
産
は
天
候
の
影
響
も
受

け
に
く
く
、
効
率
の
良
い
農
業
経

営
が
で
き
ま
す
。
長
年
の
目
標
で

あ
っ
た
ト
マ
ト
の
生
産
額
二
億
円

突
破
も
昨
年
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
ト
マ
ト
生
産

施
設
の
建
設
に
際
し
て
は
町
と
し

て
も
補
助
に
力
を
入
れ
て
行
か
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
メ
デ
ィ
ア
で
も
よ

く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
、「
大

鰐
温
泉
も
や
し
」
は
温
泉
と
と
も

に
三
百
五
十
年
以
上
前
か
ら
大
鰐

町
に
伝
わ
る
伝
統
野
菜
で
あ
り
ま

す
。
七
日
間
か
け
て
じ
っ
く
り

育
て
ら
れ
た
大
鰐
の
も
や
し
は
、

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
歯
ご
た
え
が
良

く
、
昔
な
が
ら
の
土
耕
栽
培
の
た

め
、
ほ
の
か
な
土
の
香
り
を
抱
き
、

独
特
の
旨
味
が
あ
り
ま
す
。
昨
年

五
月
に
は
地
域
団
体
商
標
に
登
録

さ
れ
、
今
後
地
域
を
代
表
す
る
ブ

ラ
ン
ド
食
材
と
し
て
、
地
域
振
興

に
活
か
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
伝
統
あ
る
大
鰐

町
の
農
業
を
守
る
た
め
に
も
、
農

家
の
後
継
者
育
成
に
も
力
を
入
れ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
町
も
急
速
な
高
齢
化

と
少
子
化
が
進
行
し
て
お
り
ま

す
。
高
度
情
報
化
の
進
展
、
多
様

な
環
境
問
題
へ
の
対
応
、
長
引
く

景
気
低
迷
の
影
響
な
ど
も
加
わ
り
、

様
々
な
社
会
情
勢
の
変
化
に
直
面

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
社
会
情
勢
に
対
応
し
、

誰
も
が
安
全
、
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
計
画
的
に
進
め
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
の
施
策
の
成
長
と
反
省
を
踏

ま
え
て
平
成
二
十
五
年
度
よ
り
十

箇
年
計
画
と
し
て
『
第
５
次
大
鰐

町
振
興
計
画
』
を
策
定
し
、
議
会

の
承
認
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

計
画
で
は
基
本
理
念
に
『
全
て

の
町
民
が
「
安
全
・
安
心
」
に
「
健

や
か
」
で
「
心
豊
か
」
な
暮
ら
し

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
』
と
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
そ
の
目
指
す
べ
き
将

来
像
の
実
現
に
向
け
て
各
種
施
策

を
計
画
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

古
く
か
ら
の
伝
統
や
文
化
を
守
り
、

明
る
く
元
気
な
大
鰐
町
を
築
き
上

げ
る
た
め
、
町
民
本
意
の
行
財
政

運
営
に
努
め
て
行
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。

開湯800年の歴史を持つ大鰐温泉

地域団体商標に登録された「大鰐温泉もやし」


